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１ はじめに 
	 本論文は、主に意味論という視点から、形態論・統語論という視点に合わせて、字
音形態素の語構成及び節構成における多様性を示す研究である。	
	
２ 本論文の流れ 
	 本論文は大きく、序章、本論（第Ⅰ部（第１章〜第７章）・第Ⅱ部（第８章〜第１０
章）、終章に分けられる。	
	
２．１ 序章 
	 従来の研究では、字音形態素（漢字で表記され音読みであるという漢語由来の形態
素）の中で、以下のような特徴を持つ字音形態素の位置づけが曖昧であった。  
 
	 ⑴	 本論文の「字音形態素」は単独で自立する用法を持たない。	
	 ⑵	 本論文の「字音形態素」は基本的には合成語の後部分に現れる。	
	 ⑶	 本論文の「字音形態素」は一、二語だけではなく、一定の量の合成語を作る（す
なわち、造語能力が高い）ものである。	
	
	 このような特徴を持つ字音形態素の中からさらに典型的な字音形態素の語構成特徴
を示し、それらの語構成要素としての位置付けを探ることが本論文の目的の一つであ
る。	
	 また、合成語の後項にくる字音形態素には一般的な語構成を越える現象が見られる。
したがって、語構成との関係を示すことを二つ目の目的とする。	
	 具体的な研究方法は以下のようである。	
	 語構成の研究方法の、一つ目は合成語の意味に関する考察、二つ目は語構成におけ
る意味関係の考察、三つ目は字音形態素の意味に関する考察である。。	
	 節構成においては、基本的に二つの点から考察する。一つ目は一般的な語構成と特
殊な語構成との関連性はどういうものであるのかという点であり、二つ目は特殊な語
構成と節構成とはどういう関係であるかということである。	
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２．２ 第Ⅰ部−字音形態素と語構成 
	 第Ⅰ部は語構成内部の考察である。第１章は物を表す「車・機」の音訓対応と語構
成における特徴を考察し、両者の共通点と相違点を分析する。第２章は人を表す「者・
家」の音訓対応と語構成における特徴を考察し、両者の共通点と相違点を分析する。
第３章は感覚を表す「感」を考察し、その語構成における特徴を明らかにする。第４
章は属性を表す「性・式・風」の語構成における共通点と相違点を考察するほか、そ
れらが構成する語の品詞機能の曖昧性に関する分析を行う。第５章は修飾語（＝形容
動詞）を構成する「的」を取り上げ、その語構成における機能を分析した上で、「性」
との類似性と違いを考察する。第６章は「変化」を表すサ変動詞を構成する「化」を
取り上げ、その語構成における特徴を考察する。また、第７章は字音形態素から見た
語構成というテーマを巡って、第１章から第６章で考察した字音形態素の語構成にけ
る特徴をまとめ、後項にくる字音形態素から見た語構成関係のパターンを整理する。	
	 「語基・接辞」の枠を設けず、合成語の意味、字音形態素の意味、語構成における
意味関係という三つの側面を詳細に考察した結果、字音形態素の意味及び語構成にお
ける特徴の多様性を示すことができた。またそれと同時に、字音形態素のさらなる造
語及び語構成における意味は自立語と同じように語が背景になることを示すとともに、
各字音形態素の語構成における違う意味を表す場合の関係性も示した。	
	
２．３ 第Ⅱ部−語構成から節構成へ 
	 第Ⅱ部は、語構成から節構成へというテーマを取り上げ考察する。第１章は「感・
式・風」の語構成から節構成への連続性における異同を考察し、第２章は「感」と名
詞「感じ」の類似用法から、「感」の直接文を構成する形式としての位置付けを考える。
第３章は「感・式・風」と「的」の一般的な語構成（語と結合する用法）と異なる用
法を比較し、語構成と節構成の関連性及び語構成から節構成へと進出する原因を探っ
た。	
	 その結果、字音形態素がどのように文法的な機能を持つ語まで発展し、どのような
文法的な機能を持ちうるのか、という流れを考案した。	
 
２．４ 終章 
	 合成語の後項にくる字音形態素の語構成におけるあり方（第２部）、及び字音形態素
から見る語構成と節構成の関連性（第３部）という二つの問題について考察した結果
を図１にまとめ提示した。一般的な語構成においては「＋α」の意味が生じる（例え
ば、「達成感」（＝達成したことによって得られる感情）では、「達成」と「感」は原因
と結果の意味関係（＝＋α）である）が、「＋α」の意味を失い、複雑な意味関係を持
つ合成語から離れ、内容説明の意味関係に限定し、特殊な語構成へと発展する（例え
ば、「「やってしまったなあ」感」においては「やってしまったなあ」は「感」の内容
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説明である）。また、「内容説明」の意味関係の一定化によって、節構成への発展も見
られることがわかる（例えば、「負担に応じて便益を享受しているという感」の「〜と
いう」は「感」の内容説明である）。	
	
図１	 語構成と節構成の関連図	
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論  文  名 字音形態素による語構成と節構成の研究 
 本論文は、現代日本語の字音形態素による語構成と節構成の諸相、および両者の連続性について考
察したものであり、「序章」「第Ⅰ部 語構成における字音形態素」（全 7章）、「第Ⅱ部 語構成から節
構成へ」（全 3章）、「終章」という全 2部 12章の構成を取っている。 
 「序章」では、本論文の分析対象である「字音形態素」の規定、字音形態素に関する先行研究、本
論文の問題意識・着眼点、考察対象・方法等について述べる。 
第Ⅰ部第 1・2・3章で扱われる「車・機・家・人・感」は基本的に名詞を構成する。「車・機」は、
上位概念（水車、発電機）と下位概念（自動車、航空機）を表わすとともに、合成語は「外見（大型
車、プロペラ機）・特徴（中古車、貨物機）・目的（救急車、爆撃機）」といった様々な観点から細分化
される。「家・者」は「人」を表わすが、合成語は「専門分野（評論家、医学者）・得意分野（実務家）・
嗜好（倹約家）・所有（知恵者）・特徴（感情家、学外者）」といった観点から細分化される。「感」は
名詞を構成し、「身体感覚（疲労感）・心理感情（焦燥感）・イメージ（季節感）」等を表わす。第 4章
で扱われる「性・式・風」は、名詞を構成するとともに、「植物性・回転式・日本風のＮ」といった後
続名詞Ｎの属性を修飾する形容動詞的な合成語も数多く構成する。三者のうちでは、「性」、「式」、「風」
の順に名詞性が弱くなる。「的」は形容動詞語幹を構成し、「個人的な見解」のように実質的な意味を
有さず、後続名詞の属性規定を行なうのが本質的な機能である。「化」は時に単独で用いられる（「～
と化する」）が、基本的にサ変動詞語幹（都市化、民主化）を構成する。動詞性の前項とは結合しにく
いが、結合する場合（「孤立する、孤立化する」）には微妙な意味の差を生じる。 
第Ⅱ部は、「感・式・風」を対象にして、語構成から節構成への連続性について論じる。これらの字
音形態素は、語構成段階で既に「句の包摂」（「［知的な女性］感」、「［中世のフランス］風」）といった
現象を見せるが、これらは句を素材的に取り込んだだけで語構成の延長に過ぎない。それが「という
節」を介在させ内容修飾的な意味関係を表出することによって連体修飾関係に一歩踏み出すが、「と
いう」にテンス・アスペクト的な対立を有さず未だ完全な節構成とはならない。しかし、「式」以外の
「感・風」はさらに形式名詞化（「風が出てきた感がする」「ちょっと考える風を示す」）することによ
って完全な節構成に移行する。なお、「風」だけは次の段階として文法化し助動詞化する。 
以上、本論文は、日本語の字音形態素を対象とし、語構成、節構成の在り方を詳細に検討すること
を通して、前者から後者への発展、両者の連続性を示すことに成功している。従来あまり指摘される
ことのなかった、和語形態素とは異なる日本語の語構成における字音形態素の独特の位置と機能を明
らかにしえた点で、日本語の語構成論に大きく寄与するものと高く評価される。 
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに充分な資格を有するものと認めら
れる。 
 
